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2024年 11月 6日 

＜お知らせ＞ 

ネットワンシステムズ株式会社 

 

 

ＳＣＳＫ株式会社による当社との経営統合に向けた公開買付けに関する 

賛同の意見表明及び応募推奨のお知らせ 

～両社の経営統合により、社会課題に対して新たな価値を提供し、 

社会のデジタル化をリードする企業を目指す～ 
 

ネットワンシステムズ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員：竹下 隆史、以下

「当社」といいます。）は、本日開催の取締役会において、ＳＣＳＫ株式会社（本社：東京都江東区、代表

取締役 執行役員 社長：當麻 隆昭、以下「ＳＣＳＫ」といいます。）による、当社との経営統合に向けた

当社株券等に対する公開買付けに関して、賛同の意見表明をするとともに、当社の株主の皆様が本公開買付

けに応募することを推奨する旨等の決議をいたしましたのでお知らせいたします。 

 

１. 背景 

当社は、ネットワークに強みを持ち、インフラ領域に特化したインテグレーターとして、最先端のインフ

ラ製品（ハードウェア・ソフトウェア・クラウドサービス・ＡＩ基盤）を独自の知財・知見をもとに評価

し、顧客に寄り添い、ＩＣＴ基盤のライフサイクル全般を支援しています。 

ＳＣＳＫグループは、ＩＴパートナーとして顧客に寄り添うことを企業文化とし、幅広い業種・業界にお

けるアプリケーション開発、ＩＴコンサルティング、検証サービス、ＩＴインフラ構築、ＩＴマネジメン

ト、ＩＴハード・ソフト販売、ＢＰＯ等の経験・実績を有しています。 

両社が属するＩＴ業界は、デジタル技術の進化に伴い転換点を迎えており、当社とＳＣＳＫはともに、先

端デジタル技術の開発・活用・応用に注力した事業構造の抜本的革新、並びに非連続的な成長の必要性を認

識し、その機会を追求してまいりました。このような状況のもと、両社は、経営の理念及び企業文化に対す

る考え方の親和性が非常に高いこと、両社の事業が相互補完関係にあることを背景に、将来的な事業構想及

び戦略、両社が経営統合を実現した場合に想定される競争優位性、並びに市場・業界への影響について議論

を重ねてまいりました。 

 

２. 目的 

この度、当社とＳＣＳＫは、対等の精神に基づき有機的な経営統合を行い、高度かつ最新のＩＴインフラ

サービス技術とアプリケーションサービス技術を活用したソフトウェアエンジニアリングサービスの融合に

よる事業構造の転換を目指します。また、これを実現するべく、本公開買付けの実施に合わせ、将来的な合

併も見据えた経営統合及び公開買付けに関する契約書も同時に締結しております。本経営統合により、ネッ
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トワーク・セキュリティ・クラウドからデータ活用等のアプリケーションの提供までを一体化したデジタル

サービスの展開等単なる資本提携・業務提携を大きく上回る様々なシナジー効果が期待できます。 

短期的には、以下に掲げるような、相互に取引のない顧客に対するクロスセルや付加価値の高いサービス

提供等を通じて事業を拡大してまいります。 

（1） ＳＣＳＫの主要顧客に対する、当社のネットワークインテグレーションサービスを中核とするＩＴイ

ンフラサービスの展開 

（2） 当社のエンタープライズ市場における主要顧客に対する、ＳＣＳＫのシステム開発・保守・運用サー

ビス 

（3） サーバを中心としたＳＣＳＫのインフラ運用サービスに、当社のネットワークレイヤーサービスを組

み合わせることで、サーバ、ネットワーク、セキュリティ、データセンター等のＩＴインフラ領域全

般にわたる構築及び一体化した総合ＩＴインフラ運用サービスをワンストップで顧客へ提供 

（4） 当社が得意とする地方自治体顧客に対し、ＳＣＳＫグループの地方自治体向けサービスを展開し、サ

ービスラインナップを拡充した新たな事業を開拓 

 

当社は、「人とネットワークの持つ可能性を解き放ち、伝統と革新で豊かな未来を創る」というパーパス

の実現に向けて、中長期的な当社の経営ビジョン・方向性を示す「2030 年のありたい姿」を策定しておりま

す。そして両社の経営トップを含む複数回の協議及び検討を重ねた結果、本取引の実施が、「2030 年のあり

たい姿」の実現、ひいては当社の企業理念・パーパスの達成に大きく寄与すると判断するに至りました。ま

た両社間で具体的なシナジーの検討を進める中で、以下 6 つの短期・中期的な期待効果を見出すことができ

たことからも、本取引は、「2030 年のありたい姿」の実現に資するものであり、ひいては企業価値の向上に

つながるものであるとの結論に至りました。 

 

１．展開する市場・顧客の拡大： 

ＳＣＳＫは製造業・金融等のエンタープライズ顧客に強みを有する一方で、当社はエンタープライズの

みならず公共、通信事業者、パートナーとの取引も行っており、当社とＳＣＳＫでは得意とする市場や

顧客の特性が異なっております。本取引により、両者の既存顧客に対して相互の顧客紹介やサービスの

相互提案等を実施することで、さらなる価値の提供が可能であると考えております。 

 

２．顧客のＩＣＴインフラの支援を強化するサービスラインの強化： 

本取引により、顧客のＩＣＴインフラのライフサイクルを支援するＰＢＯＯモデルの強化につながり、

これまでよりも幅広い領域での顧客課題解決を一気通貫で支援することが可能になると考えておりま

す。具体的には、両社プロダクト、ソリューションの相互補完によるサービスラインの強化を実現でき

るものと考えております。また、サービスラインの強化、補完関係だけでなく、両社の運用実績をもと

にした独自のコンサルティングを作り上げていくことで、今までにないユニークな価値提供が目指せる

ものと考えております。また、両社の知見融合による研究開発、新商材の発掘、サービス開発により、

単独ではなしえない新しい価値を生み出すサービスライン強化も実現できると考えております。 

 

３．テクノロジー領域の拡大： 
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当社とＳＣＳＫでは得意とするテクノロジー領域が異なっており、相互補完の関係にあります。本取引

により、当社の持つインフラストラクチャー及びネットワーク領域の技術と、ＳＣＳＫのシステムプラ

ットフォーム及びアプリケーション領域の技術を組み合わせた垂直統合により、フルラインナップでの

サービス提供が可能となることで、提供する顧客価値が向上すると考えております。また、両社のテク

ノロジー領域の融合により、ＩＣＴ利活用の場面をさらに広げられるものと考えております。 

 

４．経営の効率化： 

当社のパートナー事業の活用また両社の統合による主要ベンダーに対する購買力向上、両社プロダク

ト、ソリューションの統合による共通化、社内ＩＴシステムの共通化・効率化、また、両社のコーポレ

ート部門のノウハウを統合することにより経営の効率化が図れるものと考えております。 

 

５．イノベーションの創発： 

ＳＣＳＫ及び当社の得意とするテクノロジー領域は異なるものの、従前より新規技術やビジネスの発掘

に対して積極的である点では共通しております。両社が有する知見や米国含めたビジネス開発・リサー

チ拠点、更には当社イノベーションセンターなどが連携することで顧客・ビジネスパートナー含めた共

創活動を促進し、新たなイノベーションを創発することで日本のＩＣＴ業界の活性化に貢献できるもの

と考えております。 

 

６．人財育成の機会： 

これらの期待効果の発現の過程により、今後の経営環境に求められる人財の効果的な育成及び獲得も実

現できるものと考えております。 

 

両社が一体となることで、双方が単独では実現が難しい新しい価値を創出し、日本の経済発展と社会課題

の解決に貢献する、ＩＴサービス業界の雄となる新たな企業体を目指し、グループ企業価値の一層の向上に

努めていきます。なお、両社は、本構想を早期かつ確実に実現するためには、両社従業員の融合並びに両社

事業の一体化が重要であるとの判断のもと、さらなる経営統合の具体的な方法として、ＳＣＳＫによる当社

の完全子会社化の完了後に、2026 年 4 月を期日とする両社の合併についての検討を開始する予定です。 

 

 

３. 当社株券等への公開買付けの概要 

公開買付者 ＳＣＳＫ株式会社 

方法とプロセス 当社の普通株式、新株予約権及び普通株式に係る米国預託証券を対象とする公

開買付け（ＴＯＢ） 
＊TOB が成立し、全株取得に至らない場合は、株式売渡請求または株式併合の手続きを実施 

公開買付期間 2024 年 11 月７日（木）から 

2024 年 12 月 18 日（水）まで（30 営業日） 

買付価格 普通株式：1 株あたり 4,500 円 

(プレミアム 11 月 5 日終値：+25.91％、１ヶ月平均：26.94％、３ヶ月平均：

30.66％、６ヶ月平均：42.14％) 

新株予約権：１個あたり１円 

買付予定数 買付予定数： 79,440,893 株 



 

4 

買付予定数の下限：52,960,600 株（当社の株主総会において単独で特別決議を成立するこ

とを可能とするために取得が必要な株式数） 

買付予定数の上限：なし 

買付代金の総額 約 3,600 億円 

資金の調達方法 当座預金及び有利子負債 ＊株式による資金調達は実施しない 

その他 当社が設置した特別委員会による答申を受け、2024 年 11 月 6 日開催の当社の

取締役会において、ＴＯＢに賛同するとともに、株主及び米国預託証券の所有

者に対して応募を推奨し、新株予約権者に対して応募するか否かの判断を委ね

る旨の決議がなされている 

応募に関する 

お問い合わせ先 

大和証券株式会社（公開買付代理人） 

電話番号：0120-010101 

平日：8：00～18：00（土・日・祝日・年末年始を除く） 

※ご利用の際には、電話番号をお間違えのないようご注意ください。 

 

詳細は、2024 年 11 月 6 日付「ＳＣＳＫによる当社株券等に対する公開買付けに関する賛同の意見表明及

び応募推奨のお知らせ」をご確認ください。  

 

【報道関係お問い合わせ先】 

ネットワンシステムズ株式会社 広報チーム：清水、赤澤 

E-mail：media@netone.co.jp 

以上 
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